
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：平成３１年４月１６日（火） ８：３２～８：４２ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 田 真 敏 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

山 下 貴 司 国務大臣（法務大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（外務大臣） 

柴 山 昌 彦 国務大臣（文部科学大臣） 

根 本 匠 国務大臣（厚生労働大臣） 

𠮷 川 貴 盛 国務大臣（農林水産大臣） 

世 耕 弘 成 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

原 田 義 昭 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

渡 辺 博 道 国務大臣（復興大臣） 

山 本 順 三 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

宮 腰 光 寛 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣） 

欠 席 者：茂 木 敏 充 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 康 稔 内閣官房副長官 

野 上 浩太郎 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件      ５件 

〇国会提出案件    ３件 

〇公布（条約）    １件 

○政令        ２件 

○人事        ３件 

いずれも，案件表のとおり，決定，了解となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。

まず，閣議案件について，野上副長官から御説明申し上げます。 

○野上内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「特定船舶の入港

禁止の実施」及び「北朝鮮貨物に輸出入承認義務を課する等の措置」に関し，国会

の承認を求めることについて，御決定をお願いいたします。本件は，特定船舶入港

禁止法及び外為法に基づき，北朝鮮船籍船舶等の入港禁止措置及び北朝鮮に対する

全貨物の輸出入禁止措置を，２年間延長したことについて，国会の承認を求めるも

のであります。

 次に，「日・スロバキア社会保障協定」の効力発生のための公文の交換について，

御決定をお願いいたします。本協定は，平成２９年の通常国会で承認を得たもので

あります。あわせて，本協定を公布することについて，御決定をお願いいたします。 

 次に，予備費の使用について，御決定をお願いいたします。本件は，沖縄県第３

区及び大阪府第１２区選出の衆議院議員に欠員を生じたので，今月２１日に補欠選

挙を行うために必要な経費として，約３億４千万円を一般会計予備費から使用する

ものであります。 

次に，質問主意書に対する答弁書３件について，お手元の資料のとおり，御決定

をお願いいたします。 

次に，政令２件について，御決定をお願いいたします。まず，「刑事訴訟法等の一

部改正法の施行期日令」は，同改正法のうち，取調べの録音・録画制度の導入等に

関する規定の施行期日を本年６月１日と定めるものであります。 

次に，「道路構造令の一部を改正する政令」は，一般国道において自転車を安全か

つ円滑に通行させるため，自転車通行帯の設置に関する基準を定める等の改正を行

うものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，河野外務大臣及び岩屋防衛大臣

が，日米安全保障協議委員会出席等のため，１８日から２１日まで，それぞれ海外

出張されますので，御了解をお願いいたします。 

次に,裁判官人事といたしまして，判事兼簡易裁判所判事に任命するもの外１件に

ついて，御決定をお願いいたします。 

次に，黒田正一外１４４名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

次に，件名外案件について，申し上げます。「日米相互防衛援助協定に基づく水陸

両用作戦技術に係る共同研究に関する書簡」を米国との間に交換することについて，

御決定をお願いいたします。本件は，当該共同研究に関する計画の実施のために必

要な情報，装備及び資材を相互に提供し，必要な資金を共同して負担すること等に

ついて取り極めるものであります。なお，本日の書簡交換まで不公表といたしたい

ので，御了承をお願いいたします。 

○菅国務大臣：次に，内閣総理大臣から御発言がございます。

○安倍内閣総理大臣：河野大臣及び岩屋大臣は，それぞれ海外出張いたしますが，そ

の出張不在中，菅内閣官房長官を外務大臣の臨時代理に，山本大臣を防衛大臣の臨
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時代理に指定します。また，茂木大臣が海外出張いたしておりますが，その出張不

在中，根本大臣を経済財政政策担当大臣の事務代理に命じておりますので，御了知

願います。 

○菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。

引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

環境大臣から御発言がございます。 

〇原田国務大臣：我が国の２０１７年度の温室効果ガス排出量の「確報値」をとりま

とめ，昨日，国連機関に提出したので報告します。今回取りまとめた２０１７年度

の我が国の総排出量は，約１２億９，２００万トンであり，２０１４年度以降，４

年連続で減少しました。また，実質ＧＤＰ当たりの温室効果ガス排出量は，２０１

３年度以降，５年連続で減少しています。 

世界の温室効果ガスの総排出量が増加している中，我が国の排出量は着実に減少

してきておりますが，代替フロンの排出量は増加するなど，中期目標である「２０

３０年度２６パーセント削減」の達成に向けては，更なる対策が不可欠です。その

一環として，今国会において，「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する

法律の一部を改正する法律案」を提出しているところです。 

閣僚の皆様におかれては，温室効果ガスの排出量削減に向けて，引き続き御協力を

お願いいたします。 

○菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。

無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。

3



平成31年 

４月 16日 

◎ 一 般 案 件

1. 特 定 船 舶 の 入 港 の 禁 止 に 関 す る 特 別 措 置 法 第

○ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き ， 特 定 船 舶 の 入 港

禁 止 の 実 施 に つ き 国 会 の 承 認 を 求 め る の 件

（ 決 定 ）       （ 外 務 ・ 国 土 交 通 省 ）

1. 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 第 １ ０ 条 第 ２ 項 の 規

定 に 基 づ き ， 北 朝 鮮 を 仕 向 地 と す る 貨 物 の 輸

出 及 び 北 朝 鮮 を 原 産 地 又 は 船 積 地 域 と す る 貨

物 の 輸 入 に つ き 承 認 義 務 を 課 す る 等 の 措 置 を

講 じ た こ と に つ い て 国 会 の 承 認 を 求 め る の 件

（ 決 定 ）       （ 外 務 ・ 経 済 産 業 省 ）

〃 ○ 社 会 保 障 に 関 す る 日 本 国 と ス ロ バ キ ア 共 和 国 と の

間 の 協 定 の 効 力 発 生 の た め の 外 交 上 の 公 文 の 交 換

に つ い て （ 決 定 ）          （ 外 務 省 ）

〃 ○ 平 成 ３ １ 年 度 一 般 会 計 予 備 費 使 用 に つ い て

（ 決 定 ） （ 財 務 省 ） 

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 女 性 の 職 業

生 活 に お け る 活 躍 の 飛 躍 的 な 推 進 の 実 現 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 内 閣 府 本 府 ） 

   ○ 1. 参 議 院 議 員 吉 川 沙 織 （ 立 憲 ） 提 出 児 童 福 祉 法

２ ８ 条 事 件 に 係 る 保 護 者 指 導 勧 告 の 統 計 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 コ ネ ク テ ッ

ド ・ イ ン ダ ス ト リ ー ズ 税 制 の 連 結 法 人 へ の 適

用 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）          （ 経 済 産 業 省 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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◎ 公 布 （ 条 約 ）

   ☆ 社 会 保 障 に 関 す る 日 本 国 と ス ロ バ キ ア 共 和 国 と の

間 の 協 定 （ 決 定 ）          （ 外 務 省 ）

◎ 政 令 

   ○ 刑 事 訴 訟 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 期 日 を

定 め る 政 令 （ 決 定 ）         （ 法 務 省 ）

〃 ○ 道 路 構 造 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ）

（ 国 土 交 通 省 ） 

◎ 人 事

☆ 外 務 大 臣 河 野 太 郎 外 １ 名 の 海 外 出 張 に つ い て

（ 了 解 ）

〃 ☆ 判 事 兼 簡 易 裁 判 所 判 事 大 森 直 子 外 ２ 名 を 判 事 兼 簡

易 裁 判 所 判 事 等 に 任 命 す る こ と に つ い て （ 決 定 ）

☆ 黒 田 正 一 外 １ ４ ４ 名 の 叙 位 又 は 叙 勲 に つ い て

（ 決 定 ）

〔 ○ 署 名 あ り ☆ 署 名 な し 〕

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
な し

資 料
あ り
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平 成 31 年 

４ 月 16 日 

◎ 一 般 案 件

○ 日 本 国 と ア メ リ カ 合 衆 国 と の 間 の 相 互 防 衛 援 助 協

定 に 基 づ く 水 陸 両 用 作 戦 技 術 に 係 る 共 同 研 究 に 関

す る 書 簡 の 交 換 に つ い て （ 決 定 ）   （ 外 務 省 ）

〔○署名あり ☆署名なし〕

 件 名 外 案 件 （ 火 ）

資 料
な し

6


	310416　閣議議事録（調査官指摘）
	案件表190416



